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気持ち良い秋晴れの下、伸び伸びと体を動かすことを楽しんでいる子ども達。

お散歩に出かけると、こおろぎ・バッタ・とんぼと秋の虫や花を見つけ、季節の移り変わりを

感じているようです。

さて、今月は運動会。今年は、紅組・白組・カラフル組(クラスカラー)の３チームに分かれ

ブロック対抗で競い合います。リレーでは、「勝つためにどうする？」と戦略を考えながら奮

闘中です。自分達で考えるからこそ、応援する声にも熱が上がり、「今日は負けたけど明日こ

そは！！」と気合いが入っているようです。本気で臨むからこそ涙がこぼれる…なんてことも

ありますが、互いに励み合い、思いやる子ども達のやり取りを大切にしながら、練習に取り組

んでいけたらと思っています。そして、子どもだけでなく大人の頑張りを期待する「親子競

技」があります。こちらも勝敗がつく大事な競技。本気で臨み、応援し合い、みんなで盛り上

がる運動会にしたいと思っていますので、ぜひ楽しみながら参加してくださいね。

10日(火)～14日(金)は子ども達が楽しみにしている「アウトドアウィーク」があります。園

外に散歩に出かけたり、乗り物に乗って遠くの方までお出掛けしたりと楽しいことが盛り沢山。

子ども達と話し合いを始めると「どこに行こうか」「バスで行く？電車で行く？」「おやつは

どうする？」とわくわくが止まりません。保育園とは違う環境で特別な日を過ごしたり戸外で

秋を感じたり、目いっぱい楽しめる1週間を過ごそうと考えています。どんなことが楽しみなの

かとぜひ子ども達とお話してみてくださいね。

季節の変わり目に入り、体調を崩しお休みする子も増えてきています。

戸外から戻ったら手洗い・うがいをし、元気に過ごせるようにしましょうね。
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クラス目標 ～1か月大切にしたいこと～

・保育者とのふれあい遊びや戸外で探索活動を楽しむ。
・保育者や友達と関わりを持ち、やりとりの中で充実感を

感じる。
たんぽぽ組

・戸外遊びや散歩を通して、秋の自然に触れて親しむ。
・運動会の練習や遊びの中で、のびのびと身体を動かすことの
楽しさを味わう。

もも組

・目標に向かって友達と協力して取り組み、達成感を味わう。
・運動会の練習や遊びの中で出来たことを認めてもらい、

自信につなげる。

すみれ組

・友達と一緒にイメージを膨らませ、力を合わせて作ったり
表現したりする。

   ・友達や保育者と意見を出し合いながら、ルールのある遊びを
進めていく楽しさを味わう。

ゆり組

・運動会の練習の中で、様々な運動遊びに興味を深め、
のびのびと身体を動かすことの楽しさを味わう。

・身の回りにある文字や数に関心を持ち、遊びの中で親しみを
深める。

うめ組

・友達や保育者の関わりの中で、思いやりのある言葉が
増えてくる。

・戸外活動を通し、秋ならではの自然に触れる。

ばら組

11日（水）たんぽぽ組： ハヤニシ公園

11日（水） ばら組：鳥類センター

12日（木） うめ組：三潴消防署

  吉野ケ里歴史公園

（ 雨天時：木下スポーツクラブ）

12日（木） すみれ組：

 御船山恐竜公園(熊本県)

 坪井川緑地公園(熊本県)

12日（木） ゆり組：

 諏訪公園(大牟田市)

13日（金） もも組：ハヤニシ公園

※お弁当持参：ばら組～ゆり組

10日（火）～ 13日（金）

 アウトドアウィーク

17日（火） 避難訓練

24日（火） 小運動会

 お弁当の日

27日（金） テント立て

28日（土） 運動会

 雨天：29日(日)

30日（月） お誕生会

《１０月の行事 》
テント立てのお手伝いをしていただ

ける方を募集しています。お手伝い可

能な方は、「我こそは！」と手をあげ

ていただけたら大変ありがたいです。

日程：10月27日(金)

時間：16：30～

作業内容：テント運搬＆立て

おじいちゃん・おばあちゃん・おとう

さん・おかあさん誰でも大歓迎です！

《大募集 》



たんぽぽ組『初めてをいっぱい体験しよう』
～『お米』との触れ合い ～
（８月・9月の活動記録） たんぽぽ組スタッフ

たんぽぽ組の年間テーマは、「初めてをいっぱい体験しよう」。０歳児の子ども達にとっ
ては生まれてから出会うものすべてが「初めて」。見る・聞く・触る・嗅ぐ・味わうという
様々な感覚を通して「これなんだろう？」と不思議との出会いを経験していきます。7月末、
スタッフは話し合いをしました。

●玩具以外で子ども達が夢中になれそうな
「初めて」は何だろうか。
「お米」「豆腐」「こんにゃく」「茶葉」
→子ども達がどんな反応するか
ウェブ【右写真】上にまとめていきました。
触る・嗅ぐ・つぶす・投げる・食べる
色んな反応が出そうだねと予想しました。

●【お米】をテーマにすることに！
「お米」は子ども達にとって身近なもの。
現在、手づかみで口に運んだり味わったり
している時期で興味や関心をより引き出せ
るのではないか。(岩部)

「お米」は今身近にあるもの、そして、これから先もずっと身近にあるもの。(中路)
水に浸したり炊いたりと色々な形の変化を楽しめて面白い。(蔵森)
毎日出会う「お米」と違った形で触れ合うことで、「お米」＝「ごはん」に親しみ、

「好き」と感じてほしい。(只隈・田島)

色々話し合う中で、炊く前の「お米」の触れ合いから始めることになりました。感触を楽
しんだり、音に耳を傾けたりするのではないか。また、口に入れ、食べたりし味を感じたり
するのではないか。もしかしたら「お米」＝「ごはん」と気づかず、触るのを嫌がる子もい
るかもしれないなど沢山のことをイメージし、子ども達が感じること、発見を子どもの目線
に立って進められたらいいなと考え、スタートしました。

●1回目：８月２日 【初めてのお米】
スタッフが活動の準備をしていると、子ども達は

じーっと観察していました。
生米・ままごとのお皿・空いたミルク缶。
普段のおもちゃではないものが色々と揃えられてい
たからかもしれません。
「どうぞ」というタイミングで子ども達は恐る恐る
近づき、ほんのちょっと指先で触り始めました。
徐々に慣れると、触った感触を堪能していました。
不思議そうに眺めたり、米粒が手のひらにくっつい
て離れず驚いて泣いてしまったり。
お米を容器に繰り返し移す姿や、握ったお米を投げ
る姿、自分の足にかけて感触を楽しむ姿もありました。空きミルク缶にお米を入れたときの
「コン！」という高い音にびっくりした子は、繰り返し実験。ゆっくり落としたり早く落と
したりしながら音の違いなどを発見していました。私達は「音が鳴ったね」と応答的に関わ
り、その繰り返す姿を見守りました。

そんな中、一人の女の子がとても真剣な表情。
彼女は、職員が最初に準備する姿を真似ていたのです。ジップロックの
中に入ったお米を容器に移し替えて、子ども達が遊ぶ準備をしていた、
それを真似していたのです。これも立派なごっこ遊び。彼女はあきらめ
ずに何度もチャンレジし、私達はその姿を見守っていました。
ようやくうまくお米を移し替えることが出来た時には、ジップロック内
の米は少なくなっていましたが、その瞬間「入った！」と満面の笑みが
こぼれ、達成感を味わっている様子でした。
「お米」という一つの環境でも感じ方はそれぞれに違い、夢中に

なって遊び込む子ども達の姿に驚きました。「０歳児だから難しい」
ではなく、「０歳児だからこそ感じる世界がある」と改めて気づくこと
ができました。また、応答的にかかわる大人がそばにいることで安心感
につながるのではないかと感じることができました。

●２回目：８月2４日【ひんやりしたお米】
冷やした生米を水遊び用の桶に入れました。

一度お米遊びを経験しているので、子ども達は
「お米」＝「遊ぶもの」と捉え、怖がることなく触れ
ていましたが、触ってみるとハッとした表情。
お米がひんやりしていたので、冷たい感触にびっく
りしたようです。その感触が心地よく、何度も頬に
あてたり足にかけたり、桶の中にプールのように入
り全身でひんやり気分を感じていました。また、お
米を握るとギュッとする感触に気付いた子もいたよ
うでした。

力を込めて握るとお米が手の中に集まる感じが楽しく何度も繰り返し遊んでいました。同じ生
米でも「冷やす」という少しの変化を子ども達は敏感に感じ取り、様々な気づき・発見から自
分なりの遊びを発展させていく姿を見ることができました。

●３回目：９月18日【お米×水】
桶にお米と水を用意しました。初めのうちは水遊びのように水をパシャパシャさせて楽しん

でいたのですが、しばらくすると水が白くなったことに気付き始めました。何度もかき混ぜ、
さらに白くなる様子を観察し、手ですくってみるとしっとりした感触や手の平から粒が取れず
不思議そうにしている様子が印象的でした。また、水分を含んだお米がミルク缶に「ボトッ」
と鈍い音を鳴らし落ちることに気付くと、もう一度同じ音を再現しようとする子、水分を含み
柔らかくなったお米をごはんと思い、スプーンで上手に口に運ぼうとしている子もいました。
もしかしたら、本当のご飯と思ったのかもしれませんね。
【お米✕水】の組み合わせでまた更に新たな発見をし、自分なりに「面白い」を感じている

子が沢山いることに気付きました。

●最後に…
お米との触れ合いで、０歳児の子ども達が五感を通し

沢山の事を経験し、多くのことを学び、吸収しているこ
とに改めて気付きました。
大人が持つ固定概念を取っ払って、日常にある身近なも
のを子どもの目線だったらどんな遊びへと変化を遂げる
だろうかと考えながら、これからもより多くの「初めて」
を経験できる環境を整えていきたいと思います。
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